
　　市の子育て支援の1つとして大学等に進学
する子に対して給付型奨学金制度ができたが、
進学せず市内の企業に就職して勝山に残ってく
れる子もいる。その子達に対しても奨励金制度
を導入してほしい。
　　高校卒業後に勝山市に残り、地元企業に就
職する若年労働者を支援することは、若者の市
内定着や地域産業の担い手確保という観点から
重要であると認識している。しかし、就職時の
一時金が社会人としての経済的自立や若者の市
内定着、地元企業への就職にどの程度効果をも
たらすのかは慎重に検討する必要があり、現時
点では新たに就職時の奨励金制度を創設する考
えはない。
　　令和6年4月に「勝山市こども家庭セン
ター」が教育委員会こども課内に設置された。地
域で活動している民生委員・児童委員と連携す
るとあるが、同センターが受けた相談内容を、民
生委員・児童委員と共有する範囲はどの程度か。
また、18歳到達後の支援対象者に対して、進
学・就職等の自立をどのようにサポートしていく
のか。
　　こども家庭センターでは、民生委員・児童
委員に相談内容や各種情報を全て伝えるのでは
なく、支援上の必要性などを踏まえ、情報の目的
等を確認した上で、地域での見守りや支援を継
続するために必要不可欠な範囲に限定して伝え
ている。
　18歳到達後、全ての支援が一律に終了する
ものではなく、進学や就職、生活困窮、障害な
どの課題に応じ、関係機関と連携を図り、本人
の状況に応じた支援につなげていく。

　　長引く物価高騰から市民の暮らしを守ると
ともに、今後本市が予定している上下水道料金
の改定を見据え、市民の経済的、心理的負担を
和らげるため、国の交付金を活用した上水道料
金の臨時減免は可能か。
　また、市民に対して、市の広報や地区の説明
会を開催するなど、上下水道会計の現状を分か
りやすく説明していくことも、市民の理解を得
る上では重要だと考えるが、市の見解を伺う。
　　水道・下水道事業は、人口減少等に伴う使
用水量の減少、施設の老朽化による更新費用の
増加、物価や電気料金等の上昇により、今後も
厳しい経営状況が続く見込みである。安全・安
心な水道水の安定供給と適切な汚水処理を継続
するには、必要な財源の確保が重要である。料
金等の見直しには市民の負担にも十分配慮する
必要があるが、国の交付金は支援を必要とする
方により効果的かつ確実に届くよう活用するこ
とが重要と考えており、現時点で交付金を活用
した水道料金等の減免は予定していない。
　水道・下水道は、市民生活や事業活動に欠か
せない社会基盤であり、持続可能な事業運営の
確保と、市民負担をできる限り抑えることのバ
ランスを十分に考慮しながら検討する。
　料金を改定する場合は、単に「経営が厳しい
から値上げする」という説明ではなく、水道・
下水道事業の現状や料金見直しの必要性、各家
庭の負担がどう変わるのかなどを分かりやすく
周知する必要がある。市民が情報を得やすい方
法を検討し、経営努力や今後の収支見通し、料
金改定の必要性について周知していく。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　子ども達が学校や地域で文化芸術に触れる
ことの重要性が改めて強調されている。小中学
生が自主的に地域の文化や芸術を鑑賞、体験す
る機会にどのようなものがあるのか。また、絵
画等を気軽に鑑賞できる場として、空き家を活
用した小規模な美術館のような施設を整備でき
ないか伺う。
　　市内施設では、音楽、絵画、写真、書道な
ど様々な文化芸術を鑑賞、体験する機会を設け
ている。令和5年度からは、文化協会等による
芸能発表や作品展示などを行う「かつやま
WakuWaku文化フェスタ」を開催している。
また、勝山左義長まつりなど祭礼や伝統行事へ
の参加も地域の文化を体験的に学ぶ貴重な場と
なっている。
　空き家を活用した美術館は有意義だが、建物
の取得・改修費や維持管理費などの課題があ
り、現時点で具体的な計画はない。既存施設の
展示機会の充実に努め、民間等から提案があっ
た場合は実現の可能性を検討する。

　　子ども達や若者の意見を聴く機会を継続的
に設ける予定はあるか。また、その声を若者定
住に関する施策へ反映することについて伺う。
　　これまで中高生アンケートや中学生と市長
との意見交換会、ワークショップ等を実施して
きた。令和9年度に予定する市民アンケートで
も、WEB回答フォームを活用するなど、子ど
も達や若者の声を収集したい。これまでも市の
重要な事業を進めるにあたっては、子ども達や
若者の意見を聴いて施策を実施してきた。今後
の市政運営においても、その意見を施策へ反映
することは重要であり、この方針を変えること
はない。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　9月8日の自主避難は、8月の対応を踏まえ
た見直しも含め、どの気象情報を受け、いつ、
どう決定したのか。また、8月も夜間の避難指
示を想定し、明るいうちの避難所開設や早期避
難の呼びかけができなかったか。さらに、気象
庁のキキクル等の防災情報を一つの画面で確認
できるページを平時から整備すべきと考える
が、見解を伺う。
　　8月29日の17時時点では気象台からレベ
ル3警報発表の可能性は低い見通しだったが、
その後急激に状況が一変した。結果的に明るい
うちの避難所開設や早期避難の呼びかけができ
なかった。これを教訓に、9月の大雨予報では
区長等に事前連絡を行い、8日は16時に自主避
難所を開設した。今後も早期周知、避難所開設
を行う。また、市ホームページ掲載の防災情報
は、キキクル等の情報も確認できるものに改善
する。
　　開校が迫る中、安全な給食提供に必要な準
備を間に合わせられるかが問われている。勝山
中学校給食調理等業務委託の公募型プロポーザ
ルに応募がなかったことを受け、再公募に向け
た聞き取り・市場調査の実施状況と、再公募も
不調となった場合の代替策について想定してい
る選択肢を明らかにしてほしい。
　また、給食調理業務の公募に応募がなかった
ことを議会への報告事項としなかった判断につ
いて、どのように認識しているのか。
　　給食調理等業務委託の公募型プロポーザル
に応募がなかったことを受け、市内外事業者に聞
き取りを行い、事業者決定に向け対応している。
再公募不調の場合の代替案の想定はしていない
が、万が一の際は直営も含め給食提供に支障が
ないよう取り組む。また、議会への報告案件は条
例や勝山市議会の申し合わせ事項で定められて
いる。本件は報告案件ではないが、重要な案件と
認識し、特別委員会等で適宜報告する。

一般質問  議:議員／理:理事者一般質問  議:議員／理:理事者

● 令和８年８月大雨災害への対応について
● 勝山中学校の自校式給食に
　 ついて
その他の質問
・児童センターについて
・林業について
・人口動態と人口減少対策について

● 教育について～文化芸術教育～
● 若者の声の反映について
その他の質問
・教育について
　～小中学校における教職員の加配等～
・勝山中学校の校訓について

● 市内に就職する卒業生に奨励金制度導入を
● 勝山市こども家庭センターと民生委員・
　 児童委員の仕事の連携について
その他の質問
・熊本地震で気付かされた課題について
・バスやタクシーの乗務員に対して奨励
金制度導入を
・酷暑に対応する空調服スターターキット
購入へ補助金を

● 今後も交付が予測される、物価高騰対応
重点支援地方創生臨時交付金を活用し
た、上水道料金の臨時減免に

　ついて

昨年の「かつやまWakuWaku文化フェスタ」の様子
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